
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【オリンピック・パラリンピック教育授業後の振り返りより】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度  須田小学校だより      令和２年１１月３０日（月） 
 

須田っ子  第 18 号 
学校教育目標「すすんで心や体をすこやかにする子」 ･SU･ ･DA 
 

フリー参観ありがとうございました 
                         校長    
１１月１７日（火）は、フリー参観や育友会臨時総会に多くの方々から出席いただきまして、

ありがとうございました。 

１限はオリンピック・パラリンピック教育を実施しました。国際パラリンピック委員会公認

教材『I’ｍPOSSIBLE（アイムポッシブル）』には、「不可能（Impossible）だと思えたことも、

ちょっと考えて工夫さえすればできるようになる（I’m possible）」という、パラリンピック

の選手たちが体現するメッセージが込められています。その教材を使って、クイズ形式でパラ

リンピックのことを説明したり、ブラインドウォークをしたり、シッティングバレーにつなが

る活動をしたりしました。 

２限からは、授業を公開したりしたり、１～５年生は、それぞれ１時間の学年行事を実施し

たりしました。４年生は１／２成人式を行っていましたが、保護者からの言葉に感動から涙を

流す児童もたくさんいました。見ているわたしも思わず涙ぐみそうになるほど感動的な式にな

りました。各教室では、家の人が教室に入ってくると、満面の笑みを浮かべる児童も多くいま

した。なごやかな雰囲気で、１日フリー参観を実施することができました。 

育友会臨時総会では、役員の選出方法や任期などの変更点が承認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

「新しい生活様式はなぜ必要なのか？」「新しい生活様式って何？」などを聞きながら、授業

を進めました。 

『学研・教科の研究 体育保健体育ジャーナル臨時増刊号「知ろう考えよう 新しい生活様

式」』を基にして、新潟県が出している「小学生のみなさんへ～学校新しい生活様式～」や「【ダ

イジェスト版】新型コロナウイルス～差別・偏見をなくそうプロジェクト～ 映像教材（※

「YouTube」文部科学省動画チャンネル）」なども活用し、「なぜマスクが必要なのか」「なぜ検

温が必要なのか」などが理解できるように授業を進めました。 

そして、理解することは大切ですが、実際の場面で、それらを活用して、行動を考えること

がこれからはさらに大切になります。そこで、ひまわり班の１，６年生、２，５年生、３，４

年生をペアとして、「電車やバスで移動するとき」「公園で遊ぶとき」「買い物に出かけたとき」

で、何に気を付けるかを考える時間を設定し、各班で考えた行動を発表することで、気を付け

ることを共有しました。 

・パラリンピックのことがよく分かりました。（１年生） 

・目をつぶって前に進むのが難しかったけど、でも、楽しかったです。（１年生） 

・目をつぶって前の人の所に行くのは難しいと思ったけど、前の人が名前を呼んでくれたからできた。

（２年生） 

・目をとじると、意外と真っ直ぐ進めなかった。（２年生） 

・目の障害のある人を自分で体験してみて、よく見えないのにすごいなと思いました。シッティングバ

レーもとても難しかったけど、みんなと協力してできてよかったです。（３年生） 

・不可能なことについて工夫すれば障害をもった方とも楽しくスポーツができるんだなと思いました。

道具を使えば、不可能なことが可能にできるんだと思いました。（３年生） 

・Impossible（不可能）なことも、「’」を付けると、I’m possible（可能）にできると分かりました。I’m 

possible は、支援と工夫だけで可能になると思いました。（４年生） 

・視覚に障害がある人は、音や声をたよりにスポーツをしている人もいるということを知って、パラリ

ンピックの工夫も知れてよかったです。（４年生） 

・目をつぶって、ペアの所に行くときは、できるかなと思ったけど、ペアの人がメガホンで名前を呼ん

でくれたら行けたので、不可能なことは少し工夫すれば可能になるとよく分かりました。（５年生） 

・パラリンピックの難しさが分かっていいなと思いました。目をつぶって歩いたり、座りながらバレー

ボールをやったりして、難しいと分かりました。（５年生） 

・I’m の「’」が付くのと付かないのでは意味が全く変わるのがおもしろかった。そして、その言葉のと

おり、少し工夫すれば障害をもった方でも楽しくスポーツをすることができることがいいと思った。 

（６年生） 

・障害をもっている人ももっていない人も一緒になって活動することができるんだなぁと思いました。

工夫することでもみんなで楽しく活動できるのだなと思いました。可能はまだまだたくさんつくれる

と思いました。（６年生） 



１2 月のカレンダー 

【１限オリンピック・パラリンピック教育の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１～５年生学年行事の様子と育友会臨時総会の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（火）がんばりタイム (～１７日) 

２日（水）個別懇談(～４日)※月曜時程 

12７日（月）預り金振替日 水曜時程４年生以上６時間 

 ８日（火）６年生租税教室 

 ９日（水）月曜時程全学年５時間 

１０日（木）期末清掃（１６日（水）、１７日（木）） 

１１日（金）校外須童会 安全点検 

１４日（月）ひまわり会あいさつ運動 委員会 

１５日（火）パラリンピック種目体験 

２２日（火）４限放課 給食最終 

２３日（水）2 学期終業式 ※３限放課 

  ※冬季休業１２／２４（木）～１／７（木） 

 

 

 

◆新大全国競書大会 

＜特選＞ ３年生   

◆新大全国硬筆大会 

＜準特選＞ ３年生  

      ６年生  

◆新潟県硬筆大会 

＜特選＞ 

３年生   

 

 

多くの人が出品

しました。冬休

みも頑張ろう 

礼儀正しい言葉遣いと態度

を心がけよう 


